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(54.年 3月 1日現在〉

1，490戸(+2) 

マ，350人(ー 8)

3，624人(ー 1)

3，726人〈ー 2)
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J

で
ふ
る
さ
と
発
見
」

城跡

大
字
岩
法
一寺
の
東
部
、
観
音
山
の
西
南
に
あ
る
俗
称
愛
宕

山
が
、
大
槻
の
舘
跡
で
あ
る
。
こ
の
大
槻
の
舘
は
石
川
氏
の

一
族
大
槻
祐
有
ハ
有
光
の
孫
で
、
光
祐
の
二
男
二
郎
祐
有
と

称
し
た
)
が
居
舘
し
た
と
須
釜
村
史
に
あ
る
。

そ
の
後
鎌
倉
時
代
に
い
た
っ
て
こ
の
舘
に
は
大
槻
盛
福
が

住
ん
で
い
た
と
巌
峯
寺
緑
起
に
記
さ
れ
て
い
る
。

盛
福
は
、
石
川
の
三
芦
域
第
九
代
城
、主
光
盛
の
子
で
あ
り
、

盛
福
の
子
大
炊
介
義
専
、
そ
の
子
三
郎
義
福
と
大
槻
の
舘
主

が
記
録
応
見
ぽ
れ
る
。

当
時
大
槻
氏
は
、
岩
法
寺
村
を
領
有
し
て
お
り
、
村
名
も

大
概
邑
と
称
し
て
い
た
と
巌
法
寺
緑
起
に
あ
る
o
h

そ
し
て
巌
法
寺
は
石
川
家
の
菩
提
寺
で
あ
り
、
そ
こ
に
石

川
家
の
墓
が
あ
っ
て
、
大
槻
氏
に
こ
れ
等
墓
所
や
寺
の
直
接

の
世
話
を
ゆ
だ
ね
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

こ
れ
よ
り
先
平
安
時
代
の
末
頃
、
石
川
氏
の
祖
で
あ
る
源

頼
遠
が
、
源
義
将
軍
に
従
っ
て
安
倍
氏
討
伐
に
来
奥
し
た
際

布
陣
し
た
と
い
わ
れ
る
所
は
観
音
山
(
当
時
は
大
貫
山
と
称

し
た
、
〉
で
あ
り
。
そ
の
後
頼
遠
の
子
有
光
が
、
父
の
遺
骨

を
葬
り
菩
提
寺
を
建
て
て
弔
っ
た
の
が
今
の
五
輪
塔
近
辺
で

あ
る
。

大
槻
氏
が
居
舘
し
た
当
時
か
ら
大
貫
山
(
観
音
山
〉
が
霊

場
と
し
て
阿
弥
陀
様
が
ま
つ
ら
れ
、
観
音
堂
が
建
ち
、
上
山
石

法
寺
が
建
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
大
槻
村
ば
、
寺
の
各
を
与

っ
て
岩
法
寺
村
と
改
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
の
岩
法
寺
は
、
こ
の
大
槻
の
舘
を
中
心
に
し
て
、

当
時
北
条
氏
と
縁
戚
関
係
に
あ
っ
た
石
川
氏
の
菩
提
寺
巌
峯

寺
山
内
大
い
に
栄
え
、
鎌
倉
と
の
往
来
も
繁
く
、
村
の
繁
昌
も

み
ら
れ
た
が
、
天
正
二
年
〈
一
五
七
四
〉
の
三
春
城
主
田
村

氏
の
焼
打
ぢ
で
六
つ
の
寺
院
と
共
に
村
は
悉
く
灰
燈
に
帰
し

た
と
日い
わ
れ
る
。

大槻!ま写真島h
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監蓬盟輯

一
二
月
定
例
議
会
は
三
月
五
日
招
集
さ
れ
五
日
間
の
会
期
で
、

村
長
の
施
政
方
針
の
開
陳
に
続
い
て
一
般
質
問
が
行
な
わ
れ
、

提
出
議
案
十
五
件
に
つ
い
て
も
慎
重
に
審
議
原
案
通
り
可
決

い
た
し
ま
し
た
、

議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

@
。
玉
川
村
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
設
置

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
助
産
事
業
の

額~骨手R

No. 1 52 

の職完IJ

よ』
A 

特

貝

た

委業

110，000 年額委員長
11 ぷ』

";IS; 員委育教

105，000 年額員委

110，000 年額経~ら
づ一

た。" 
IJ 

" 

100，000 

2，700 

年額

日額

員議
員委

選 挙

管

査

百
対投

監

fr!.記
長占

富一小~~ 

11 2，700 育教止』
コs;"社

日額公民館運営審議会委員

導 委 員 | 年 額

11 2，700 

I! 13，000 指

部

留保運堂協議会

育

振興計画審議会

凶落

体

対外者は附加入所料として

1日800円加算

考備

11 

11 2，700 日額

文化財保護審議会委員

就業改良センター運営審議会委員

特別土地保有税審i議会委員 11 2，700 巨額

区 分
報 部fl 額

区 分 金 額

団 長 年額 136，000円

;W;IJ 団長 年額 88，000 

部 長 年額 68，000 

分団長 年額 59，000 

副分団長 年額 31，500 

班 長 年額 18，300 

間 員 年額 10，000 

員報麟 額消防団11 2，700 日額幼児教育振興審議会委員

1! 2，700 日額肉牛貸付審議会委員

" 2，700 日額工場誘致委員会委員

" 
⑥
玉
別
村
消
防
団
設
置
等
に
関
ず
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

消
防
団
長
の
報
酬
額
を
別
表
の
と
お

り
改
正
す
る
も
の

2，700 

⑥
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

五
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
次
の
よ
う

に
改
正
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
部
落
区
長

に
つ
い
て
は
五
十
三
年
四
月
一

E
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。
(
上
記
の
表
〉

ロ~tIもげ~t
寺くして

きt{むけて主f指令

f 

Gζ3 

h三
宅母子

SIl<<品、 i l1~ピk山1

日額農村地域工業導入審議会委員
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ト一新
入
学
υ

ハ
圏
昨
阻
ん
い章

ω圏阻んの…一明日一一一一

Y
A一一

広
H
H

川
口
先
通
事
故
防
車
一
県
民
運
動
一
一

広報

可四
月
四
日
か
ら
四
月
十

三
日
ま
で
の
十
日
間
、
新
s

入
学
(
園
)
児
童
、
園
児

の
交
通
事
故
防
止
県
民
運

動
が
行
わ
れ
ま
す
。

九九

1

一一
こ
の
期
間
は
特
に
新
学

期
を
迎
え
る
時
期
を
と
ら

ν

、え
、
新
入
学
(
園
〉
児
童

、
園
児
等
の
交
通
事
故
防

止
の
徹
底
を
図
る
た
め

「
ゆ
き
、
か
え
り
、
な
れ

た
道
で
も
jJEI
く
注
意
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

昨
年
一
年
間
に
村
内
で
発
生
し
た
交

通
事
故
は

ケ
月六
件
で
、
幸
い
死
者
は
あ

り
ま
せ
ん
で
芯

た
、
ま
た
、
件
数
も
大

前
広
減
少
込
徒
居
り
ま
す
が
、
子
供
と

老
入
の
事
故
一
計
四
件
と
目
立
っ
て
増
加

し
て
唐
り
ま
オ
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
子
供
を
交

通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
特
に
次
の
こ

と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

0
・
ち
こ
く
す
志
急
ぐ
心
が

も
と
。
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事
故
の

。
お
母
さ
ん
方
に
お
願
い
b
v

3 

。
お
母
さ
ん
方
が
中
心
と
な
り
、
交

通
安
全
の
話
し
合
い
と
実
践
活
動
匂

で
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

。
こ
ど
も
と
、
い
っ
し
ょ
に
通
学

〈
園
u
l
路
を
・
歩
き
、
実
際
の
場
で
ど

道
路
の
一正
し
い
歩
き
か
た
を
、
，

く

り
返
え
し
く
り
返
え
し
教
え
ま
し

。。
か曲い送幼よ
くがでり手並う
れりく ;出国 o

てかだし リ、
る ど さ 、 学J

O い 忘校
い。れな
つもど
も のへ
危 を は
険さ早
がせめ

なに

@
こ
ど
も
の
注
意
グ

。
道
路
へ
の
急
な
と
び
出
し
は
絶
対

に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
こ
と
。

o
自
転
車
は
必
ず
一
度
止
ま
っ
て
左

右
を
確
認
す
る
習
慣
を
身
に
付
け

可。」こ
3

と
。

o
危
険
な
路
上
遊
び
は
や
め
る
こ

と
0

0
や
っ
て
い
る
か
い

て

右

左

一
度
止
ま
っ

⑮
正
し
い
横
断
を
身
に
つ
け

ょう。

o
横
断
歩
道
、
歩
道
橋
や
信
号
機
の

あ
る
と
こ
ろ
を
横
断
す
る
こ
と

0

0

横
断
す
る
前
に
必
ず
い
っ
た
ん
止

ま
っ
て
、
右
左
の
安
全
を
確
か
め

右
手
を
高
く
あ
げ
、

一自
動
車
に
合

図
し
て
車
が
止
ま
っ
て
か
ら
横
断

-一を
は
じ
め
る
こ
と
。

点、道
の
中
央
ま
で
出
た
ら
、
反
対

側
の
車
に
目
を
向
け
左
手
に
合
図

を
か
え
て
渡
る
こ
と
。

。
車
の
す
ぐ
前
や
す
ぐ
後
を
構
断
し

な
い
こ
と
。

。
道
路
の
横
断
は
、
車
角
に
渡
る
こ

'r-o 

o
信
号
を
守
る
こ
と
。

信
号
が
青
に
な
っ
て
い
て
、
変
り

そ
う
な
と
き
は
次
の
青
ま
で
待
つ

こ
と
。

。
安
全
を

合
い
。

茶
の
間
で
つ
く
る
話
し

o
近
所
で
起
き
た
交
通
事
故
の
話
や

新
聞
の
中
で
交
通
事
故
に
関
す
る

記
事
を
と
り
あ
げ
、
具
体
的
な
話

し
合
い
を
し
な
が
ら
、
こ
ど
も
の

実
生
活
に
結
び
つ
け
て
指
導
し
ま

し
ょ
う
。

新入学([週)おめでとう 。

今

年

も

ドライバーの皆さんに

.イ少願お 、‘
ー‘
v

春さきは通学〈菌〉路になれない新入

学〈圏〉児が多く、大変危険な道路環境

です。

まず こどもを見たら赤信号.ク

停止と徐行を忘れずに。...

村
体
育
館
を
体
力
増
進

の
た
め
開
放

皆
さ
ん
の
余
隈
時
間
を
体
力
増
進
に

活
用
し
、
健
康
な
毎
日
を
過
ご
し
明
る

く
楽
し
い
生
活
を
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
玉
川
村
体
育
館
を
次
の
と
お
り
広

く
村
民
の
皆
さ
ん
に
開
放
し
ま
す
の
で

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

一
、
開
放
日

昭
和
五
十
四
年
四
月
か
ら
五
十
五

年
一
二
月
の
毎
週
金
曜
日
午
前
九
時
か

ら
午
後
七
時
ま
で
開
放
し
ま
す
。

但
し
、
年
末
年
始
〈
十
二
月
二
十

八
日
J
一
月
四
日
〉
と
祝
祭
日
に
当

っ
た
金
曜
日
は
除
き
ま
す
。

ニ
、
競
技
種
自

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ト
ミ
ン

ト
ン
、
卓
球
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
そ
れ
に

体
育
館
が
そ
の
つ
ど
許
可
し
た
種
目

三
、
使
用
上
の
注
意

れ
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
。

使
用
者
は
運
動
ズ
ッ
グ
を
着
用
し

喫
煙
及
び
火
気
使
用
を
一
切
し
て
は

な
り
ま
せ
市
O

L

ま
た
、
体
育
館
を
汚

損
す
る
よ
う
な
物
品
を
持
ち
込
ん
で

は
な
り
ま
せ
ん
。

ー

そ
の
他
、
使
用
に
つ
い
て
は
係
員

の
指
示
事
項
を
守
り
、
他
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
で
楽
し
く
使
用
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

回
、
使
用
中
に
生
じ
た
事
故
等
に
つ
い

て
、
体
育
館
で
は
責
任
を
負
い
ま

せ
ん
。

開
放
対
象
者
は
玉
川
に
居
住
さ
れ

る
方
と
村
内
の
事
業
所
等
に
勤
務
さ

玉
川
村
体
育
館
は
、
毎
週
月
曜
日
休

館
と
な
り
ま
す
G
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新
年
度
予
付決

ま
る
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昭
和
五
十
四
年
度
の
、
わ
が

村
の
当
初
予
算
が
去
る
、
三
月

の
定
例
村
議
会
で
議
決
さ
れ
ま

し
た
。今

年
の
重
点
施
策
は
、
産
業

の
振
興
、
村
道
、
農
村
道
の
整

備
、
教
育
施
設
の
充
実
、
福
祉

の
堅
持
、
公
営
住
宅
の
建
設
な

ど
で
す
。

今
月
は
、
こ
の
予
算
の
内
容

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す。
一
般
会
計
に
お
い
て
は
、
歳

入
歳
出
予
算
総
額
十
一
億
六
千

二
百
九
十
万
円
だ
前
年
度
よ
り

八
・
九
三
Mm
の
伸
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。

全
般
的
に
み
ま
す
と
歳
入
に

お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
一
般
財

源
の
伸
び
が
期
待
出
来
な
い
乙

と
や
、
歳
出
面
で
は
、
人
件
費

な
ど
義
務
的
経
費
の
増
や
物
価

上
昇
の
影
響
で
苦
し
い
財
政
運

営
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

=目的31J歳出の状況=

( )書は構成比

92千円( 0 ) 

3，090 11 ( 0/3) 

4，2 6 1 11 ( 0.4) 

32，0 1 4 11 ( 2.8)ょ

55，4 98μ( 4.8) 

63，4 4 5μ( 5.4) 

6~ ， 5 5 9ρ( 5.5) 

130，225 11 (L1.2) 

1 58，824 11 (1 3.6) 

180，050μ(1 5.5) 

185，897ρ(1 6.0) 
1284.855千円

24.5 

外
一
費
一
費
一
費
一
費
一
費
一
費
一
費
一
費
一
清
一
緒
一
費

育
一
団
一
木

一林一

教
一
農
一
土

予
一
議
一
消
一
衛
一
公
一
民

総

( )書は構成比

寄附金 6，6 5 1千円 ( 0.6) 

諸収入 8.298μ ( 0.7) 

自動車取得税交付金 1 2，0 0 0 11 ( 1.0) 

繰 越 金 1 5，0 0 0 11 ( 1. 3) 

使用料及び手数料 1 6，0 4 4グ(1.4) 

地方譲与税 2 6.0 0 0 11 ( 2.2) 

分担金及び負担金 61.190グ
( 5.3) 

県 支 出 金 6 9.9 3 4μ 
( 6.0) 

村 債 I 1 1 2，4 0 0グ

( 9.7) 

村 税 11 5 0，3 0 1グ

(1 2.9) 

国庫支出金 |悦93 1グ

(1 5.7) 

地方父付税 1505?r 

3信、2-t意l億。6億5徳4億3億2億1 -t意。
ニ=性質別歳出の状況- -

(単位千円)

費

4 2 8，3 9 1 

繰出金5.011のA
投資及出資金1.455(0.1掃
災害復旧費 2(ゆ〉
積立金 1( 0 ) 

訳二

固定資産税

(55.69め

税

内

村

の- -村税

民
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普通建設事業の主なもの

た広報No. 1 52 昭和54年 4月 1日5 

計水道事業会

(単位千円〉

事 業 名 事業 費

非補助土地改良事業(村道整備) 60.000千円

単
30，000 11 村民運動場建設事業

独
村 道 改 良 事 業 1 08，000 11 

事.
橋 梁 新 吾員ハ又4 事 業 2，000μ 

業

林 道 整 備 事 業 40.418千円

補 公営住宅建設事業 1 23，253 /1 
助

d 

事
幼 稚 国 建 壬員バ又ぷ 事 業 35.728 /1 

業 生活改善センター建設事業 1 5，300 /1 

(単位千円)

区 分 l反 支

水道事業収益 3 9，3 5 0 干円

収 益

水道 事 業 費 用 3 7.3 0 5 /1 

収入 人i工二ー 業 債 等 む/ /

資本 、

支出 企業債償還金 2β4 5 /1 

※収益のなかに一般会計繰出金 20，000千円

が含まれている。

総
額

3
億

2
千

前年度より

14%の増

国保会計当初予算の内訳

昭
和
五
十
四
年
度
の
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
の
当
初
予
算
が
、
三
月
の
村

議
会
で
立
即
決
さ
れ
ま
し
た
川

今
年
度
の
予
算
規
模
は
、
総
額
三
億

二
千
三
百
二
十
六
万
五
千
円
と
な
り
、

前
年
度
と
比
較
し
て
一
四
・
一
%
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
J

予
算
額
i'

の
増
に
伴
い
、
皆
さ
ん
が
負

担
さ
れ
る
保
険
税
も
増
額
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

国
保
会
計
は
、
医
療
費
な
ど
支
出
す

べ
き
額
を
計
算
し
て
、
そ
れ
に
見
合
う

国
や
県
の
支
出
金
、
そ
の
他
の
収
入
金

居
合
せ
て
、
足
り
な
い
分
は
保
険
税
と

し
て
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
居
る

皆
さ
ん
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

、

予
算
の
内
訳
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

(単位千円)(単位千円)

2
百
万
円

1，206 

528 

訳

ヲTI事務費、徴税の経費
4.7 I 

I t) t:' n (¥ A " I i¥ 1 f'¥ I国保が支払いする
2保険給付費 126 9，0 4 41 9 1.9 1 医療費

021保健婦の活動費

0.41国保準備基金のヰIJ
|を基金iζ積立てる

借入金の利子
予定なし)

01 I税金などの還付金

2.71予算外の支出があっ
たときの予備費

内構成比

千円

1 5，12 7 

586 

額金

費

3.保険施設費

4.基金積立金

費

6.諸支出金

手寿

債

1.総

5.公

訳内機成比

8.773 費備7.予
314 

322，2651100.0 歳出合計
3 2 2，2 6 5 1100.0 
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山
か
い
や
寸
人
位
法
一

ZL国ー畏
J

年
金
日

昭和54年 4月 1日No. 1 52 た まかわ広報

これほど、ぷ長した

キ虫イ晃F金事委久Yこ

イ昇、F餅刊文納犠
〈国民主手会〉

農作業労働賃金標準額
玉 )11村農業委員会

二
十
年
前
の
昭
和
三
十
四
年
四
月
一

日
、
菌
民
年
金
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
二
十
年
。

被
保
験
者
の
か
ず
は
、
一
八
五
三
万

人
か
ら
二
七
六
六
万
人
へ
。
受
給
者
の

か
ず
は
、
三
四
三
万
人
か
ら
九
六

O
万

人
へ
。
い
ま
国
民
年
金
は
、
わ
が
国
最

大
の
年
金
制
度
と
な
り
、
六
十
五
歳
以

上
の
お
と
し
よ
り
の
八
九
ガ
に
年
金
を

さ
し
あ
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
国
民
年
金
の
二
十
年
の
歩
み
に

よ
っ
て
、
勤
め
人
だ
け
を
対
象
に
し
た

そ
れ
ま
で
の
年
金
は
、
農
林
漁
業
や
中

小
商
工
業
、
さ
て
は
自
由
業
や
そ
の
家

族
に
ま
で
、
大
き
く
解
放
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
人
が
ど
の
職

業
に
移
っ
て
も
、
ど
れ
か
の
年
金
を
う

け
ら
れ
る
H

国
民
皆
年
金
H

の
仕
組
み

も
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

そ
の
う
え
、
福
祉
年
金
を
合
わ
せ
る

と
、
み
な
さ
ん
に
差
し
あ
げ
ろ
国
民
年

金
の
六
一
一
て
八
%
は
国
が
た
し
前
を
し

て
い
ま
す
し
、
物
価
が
上
が
れ
ば
年
金

も
上
が
る
万
物
価
ス
ラ
イ
ド
H

制
も
採

用
さ
れ
ま
し
た
。
ど
婦
人
は
、
誰
で
も

国
民
年
金
へ
自
由
に
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
て
、
古
い
「
夫
唱
婦
随
型
」
の
年

金
か
ら
解
放
さ
れ
ま
し
た
。

い
ま
、
国
民
年
金
は
二
十
一
年
自
を

ふ
み
だ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
こ
の
み
な
さ
ん
の
国
民

年
金
を
、
よ
り
大
き
く
育
て
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
が
、
あ
な
た
の
生
涯
を
大
切

に
守
る
道
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

地
方
貨
は
、
地
方
団
体
が
歳
出
の
財

源
と
し
て
国
の
資
金
運
用
部
、
市
中
銀

行
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る
長
期
の
借
入

金
で
す
。

地
方
債
は
、
後
年
度
の
財
政
運
営
に

負
担
を
及
ぼ
す
地
方
団
体
の
借
金
で
す

か
ら
建
設
事
業
費
の
財
源
、
出
資
金
、

貸
出
金
の
財
源
、
公
営
企
業
の
経
費
の

財
源
な
ど
一
定
の
事
業
の
財
源
と
し
で

発
行
す
る
場
合
に
限
り
認
め
ら
れ
て
お

り
、
い
わ
ゆ
る
赤
字
地
方
債
の
発
行
は

原
則
と
し
て
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
方
臨
恨
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
あ

ら
か
じ
め
自
治
大
臣
ま
た
は
知
事
の
許

可
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
債
の
増
加
は
、
地
方
団
体
の
財

政
運
営
上
決
し
で
好
ま
し
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
近
の
地
方
財
政
の

悪
化
に
伴
い
、
そ
の
発
行
額
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
一
一
一
年
度
の

地
方
財
政
計
画
上
は
、
四
兆
円
〈
歳
入

の
一
二
%
)
の
発
行
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
地
方
税
、
国
庫
支
出
金
、
地
方
交

付
税
に
次
ぐ
主
要
な
財
源
に
な
っ
て
い

ま
す
。

昭和 54年度の農作業労働賃金標準額をつぎのように決め

ましたのでおしらせいたします。

用※麗

労働時間は午前7時30分より午後 5時までとし休

憩 1時間30分を含む実働8時間とする。

実働8時間をこえる場合は時間給とする。

昼食持参賠なしとし賄付の場合は 500円を減額す

る。

(1) 

(2) 

(3) 

備考

耕う ん機作業

告日当用三 負 額
{乍 業 名

整 理 地 未整理地

ータリー耕 4，000円 4，500円

田 整 耕 4，000 4，500 

代 掻 3，200 3，500 

1-，ロータリー耕 4，000 

~I!l 主主 ま井 4，000 

整 地 1，500 11 2，000 

その飽の作業

トラクター耕起 4，000 4，500 

田 手 植 10，000 " 
植 田 植 機 7.000 7，500 

五百 手 刈 10，000 " 
メIJ バインダー刈 7，000 

" 
自走式脱こく機 6，000 11 

負 (10ア{ノレ当り〉~ 去怠
/.'ミ 員向

土壌案件〈土質、地形、乾燥など〉により特に勘

案する必要のある場合は当事者間で調整する。

耕うん機の耕うん深度は15センチメートルを標準

とする。

苗は ~IJ

結束糸は委託者負担

場参農地のことなら農業委員会に相談を争

農 作 業 名 性別
賃金|

(1実働日8当時間り〉実こ働え8る時場間合を

一 般 作 業 男女 3，500円 450円

田 植 11 3，500 450 

者i話 刈 " 3，500 450 

(母

(4) 

儲考
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昭
和
五
十
三
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
の
受
付
は
、
一
一
一
月
十
五
日
で
終
り
ま

し
た
。
と
こ
ろ
で
、
確
定
申
告
書
を
提

出
し
た
後
、
計
算
違
い
な
ど
で
申
告
内

容
を
訂
正
し
た
い
人
ゃ
う
っ
か
り
し
て

申
告
を
忘
れ
た
人
の
た
め
、
そ
の
手
続

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

A

税
額
を
間
違
っ
て
申
告

し
た
と
き
V

所
得
や
税
額
の
計
算
を
間
違
っ
て
確

定
申
告
を
し
、
後
で
①
納
め
た
税
金
が

少
な
か
っ
た
り
、
還
付
を
受
け
た
税
金

が
多
い
こ
と
に
気
付
い
た
と
き
は
「
修

正
申
告
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
ま
た
、
反
対
に
、
税
金
を
納
め
過
ぎ

た
り
、
還
付
を
受
け
る
税
金
が
少
な
い

こ
と
は
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
十
五
日

ま
で
の
間
に
「
更
正
の
請
求
」
を
行
う

こ
と
が
で
き
、

請
求
が
正
当
で
あ
れ
ば

納
め
過
ぎ
の
税
金
が
返
さ
れ
ま
す
。

A

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い

た
と
き
V

申
告
期
限
後
で
も
確
定
申
告
を
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
加
算
税
な
ど
が

か
か
り
ま
す
の
で
な
る
べ
く
早
く
申
告

し
た
方
が
有
利
で
す
。

な
お
、
手
続
な
ど
で
分
か
ら
な
い
点

は
、
最
寄
り
の
税
務
相
談
室
や
税
務
署

に
ご
相
談
下
さ
い
。

(
仙
台
国
税
局
、
税
務
署
)

万
剣
、
銃
砲
な
ど
お

持
ち
の
方
は
登
録
を

受
け
て
く
だ
さ
い

万
剣
類
を
発
見
し
た
と
き
は
、
も
よ

り
の
警
察
署
に
届
け
出
て
所
持
の
手
続

き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
譲
受
け
、
相
続
し
た
と
き
は

二
十
日
以
内
に
所
有
者
変
更
の
手
続
き

及
び
登
録
証
を
滅
失
な
ど
し
た
場
合
は

と
も
に
県
教
育
庁
文
化
課
に
そ
の
手
続

き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
年
度
の
登
録
審
査
会
は
、
次
の
日

程
に
£
一サ
行
『い
ま
す
の
で
、
都
合
の
よ

い
会
場
で
早
め
に
登
録
を
受
け
て
く
だ

十

二

月

二

十

日

(

木

)

白

河

市

一
月
二
十
四
日
(
木
〉
原
町
市

い
ず
れ
も
県
合
同
庁
舎

二
月
二
十
五
日
〈
月
)
福
島
市

県
庁
会
議
室

さ
い
。五

月
二
十
四
日
(
木
〉
会
津
若
松
市

六
月
二
十
六
自
ハ
火
)
い
わ
き
市

七
月
二
十
四
日
〈
火
)
郡
山
市

九
月
二
十
五
日
(
火
)
福
島
市

十
一
月
二
十
七
日
〈
火
〉
会
津
若
松
市

川一刻一一尚一一一何一川一一一
被
援
一線一線…一肌一探
索
一
府
出

ス
ポ
ー
ツ
財
妨
害
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
該
当
し
、
区
分
A
は
小
中
学
生
対
象
、

活
動
や
社
会
奉
仕
活
動
中
に
発
生
し
た
区
分
B
は
高
校
生
及
び
青
年
問
、
婦
人

傷
害
を
補
償
す
る
制
度
で
、
ス
ポ
ー

ツ
会
な
ど
社
会
教
育
関
係
団
体
対
象
、
区

団
体
や
隣
組
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
十
名
分
C
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
等
地
域

以
上
の
団
体
で
あ
れ
ば
簡
単
な
手
続
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
象
で
す
。

で

加

入

で

き

ま

す

。

こ

の

保

険

に

つ

い

て

の

加

入

手

続

き

保
険
期
間
は
毎
年
四
月
一
日
よ
り
、
や
、
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は
玉

翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
が
、
中
川
村
公
民
館
へ
申
し
出
て
下
さ
い
。

途
加
入
の
場
合
は
加
入
手
続
き
を
し
た
な
お
、
昭
和
五
十
三
年
度
の
本
村
の

翌
日
よ
り
、
そ
の
年
度
の
三
月
三
十
一
加
入
者
は
千
五
百
七
十
名
で
、
負
傷
者

日

ま

で

よ

な

り

ま

す

。

十

六

名

に

合

せ

て

五

十

二

万

八

千

円

が

保
験
料
及
び
保
険
金
額
は
知
表
の
と
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
り
で
、
大
部
分
の
団
体
は
第

一
種
に

保険料〈保険料分担金〉および保険金額

(標準型〉

保 険 金 額

区分 保険料 死亡・後遺 医療保険金日額

障害保険金額 非入院 入 院

第
A 340円 12，000，000円 1，000円 1，500円

l B 400円 12，000，000円 1，000円 1，500円
種

680円 1，000円 1，500円12，000，000円

A 9，600円 12，000，000円 1，000円 1，500円
第

2 B 3，200円 12，000，000円 1，000円 1，500円

種
C 1，600円 12，000，000円 1，000円 1，500円

被保険者 1名につき次のとおりです。

特に希望がある場合には、 S型〈保険料および保険

金額は標準型の半額〉の加入も可能です。ただし、

加入団体員は全員同一型で加入して下さい。

(注〉

多

血
に

貧
性

性

女

之
い

欠

若

鉄

「一口医学J賓
血
に
も
い
ろ
い
ろ
の
種
類
が
あ

り
ま
す
が
、
一
番
多
い
の
が
鉄
欠
乏

性
貧
血
で
す
。
病
名
通
り
、
体
の
中

の
鉄
分
が
不
足
し
て
、
そ
れ
を
材
料

と
す
る
血
色
素
(
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
〉

が
十
分
に
で
き
な
い
た
め
に
起
こ
る

も
の
で
す
。

若
い
女
性
に
多
い
の
は
、
体
の
発

育
に
鉄
分
の
補
給
が
追
い
つ
か
ず
、

生
理
に
よ
る
出
血
、
あ
る
い
は
妊

娠
・
出
産
な
ど
、
血
液
を
失
う
機
会

が
多
い
か
ら
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す。
ち
ょ
っ
と
し
た
貧
血
で
も
、
非
常

に
疲
れ
や
す
い
、
目
が
ま
わ
る
、
か

ら
だ
が
冷
え
る
と
い
っ
た
症
状
を
訴

え
る
人
が
い
る
か
と
思
え
ば
、
か
な

り
ひ
ど
い
貧
血
で
も
ケ
ロ
ッ
と
し
て

い
る
人
も
い
る
な
ど
、
自
覚
症
状
は

ま
ち
ま
ち
。

し
か
し
、
顔
色
が
青
白
く
、
食
欲

が
衰
え
、
な
ん
と
な
く
元
気
の
な
い

人
は
一
度
血
液
の
検
査
を
受
け
て
み

て
、
貧
血
か
ど
う
か
確
か
め
て
く
だ

さ
い
。
単
な
る
貧
血
で
は
な
く
、
他

の
病
気
が
隠
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る

の
で
:
・

鉄
次
乏
性
貧
血
と
わ
か
れ
ば
、
鉄

剤
を
服
用
し
、
食
事
に
注
意
す
れ
ば

回
復
じ
ま
す
。

，..".._.、p、~、~叫ん
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B

県
で
は
、
日
頃
青
少
年
団
定
で
す
。

、

九
ザ
/
体
、
グ
ル
ー
プ
、
又
は
地
域
こ
の
若
人
の
翼
に
は
、
わ
が
村
か
ら

〕
草
川
亨
等
で
積
極
的
に
活
躍
し
て
い
昨
年
ま
で
に
コ
一
名
の
青
年
が
参
加
じ
で

、v
i
る
勤
労
青
少
年
を
海
外
に
派
い
ま
す
。
五
月
一
日
が
，申

込
み
の
〆
切

を

遣

し

、

幅

広

い

視

野

と

正

し

り

日

で

す

。

'Lァ
ー
い
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
さ
希
望
者
は
早
自
に
玉
川
村
公
民
館
へ

班

長

せ

、

地

域

や

職

場
、
団
体
等
ど
う
ぞ
。

1
1七
三

で
)
パ層
社
会
参
加
を
進
め
る

う
や

ι
た
め
、
五
十
四
年
度
福
島
県

海
外
派
遣
「
若
人
の
翼
」
の

凶
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

派
遣
期
間
は
五
十
四
年
九
月
九
日
か

ら
十
五
日
間
、
派
遣
先
の
主
な
と
こ
ろ

は
、
東
西
ベ
ル
リ

ン
、
西
ド
イ
ツ
、
イ

ギ
リ
ス
、

，
フ
ラ

γ
ス
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、

イ
タ
リ
ヤ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
等
で
四
コ

1
ス
が
あ
り
ま
す
。
訪

問
国
へ
の
往
復
は
航
空
機
を
利
用
、
訪

問
国
で
は
一
般
家
庭
に
宿
泊
、
現
地
の

青
年
や
市
民
と
交
歓
、
生
活
、
産
業
、

文
化
な
ど
の
実
情
を
見
分
研
修
し
ま

す
。

費
用
の
自
己
負
担
額
は
十
六
万
円

位
で
す
が
、
村
で
も
補
助
金
を
出
す
予

詩

折

り

鶴

)11 
辺

‘、
t--d 

，，
 

を十

伸

鳥
で
あ
り
な
が
ら

飛
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い

一
羽
の
折
り
鶴
は

夜
毎
、
暗
閣
の
中
で

挫
折
と
奪
起
と
を

，
栄
治

J

返
U
な
が
ら

明
日
町ベ
の
-
飛
問
問
一を
と
こ

J

ろ
み
る

全
家
庭
に

表
札
と
郵

便
受
箱
を

日

川
辺
郵
便
局
で
は
、
村
内
全
部
の
ご

家
庭
に
家
族
表
札
と
郵
便
受
箱
を
設
置

し
て
い
た
だ
く
運
動
を
す
す
め
て
お
り

ま
す
。
、
表
札
は
手
紙
や
ハ
ガ
キ
な
ど
を

ま
ち
が
い
な
く
早
く
配
達
す
る
た
め
に

役
立
ち
、
ま
た
郵
便
受
箱
は
昼
間
不
在

に
な
る
ご
家
庭
で
は
特
に
設
置
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
を
し
ま
す
。

郵
便
局
で
は
、
た
だ
い
ま
、
郵
政
省

し
あ
わ
せ
を
運
ぶ
と
い
う
期
待
は

小
さ
な
背
に

本
当
は
重
す
ぎ
る
が

課
せ
ら
れ
た
使
命
を

拒
否
し
た
な
ら

た
ち
ま
ち

折
り
鶴
と
し
て
の

生
命
を
失
う
だ
ろ
う

一 枯
な枚葉
りのの
た 紙 よ
く き う
なれに
し、にさ

はま
よ
う

天
候
予
報

こ
の
春
は
時
に
索
、
さ
の
も
ど
り
が
見

込
れ
、
平
年
よ
り
気
温
の
低
い
期
間
が

あ
ゆ
て
-
寒
暖
の
変
動
が
大
き
く
な
る

で
し
ょ
う
。

ま
た
手
ノニ
、
三
回
低
気
圧
が
発
達
し

て
天
気
の
悪
い
日
も
あ
り
ま
す
の
で
、

降
水
量
は
こ
の
予
報
期
間
を
通
じ
て
平

年
並
み
の
程
度
に
は
な
る
見
込

み

で

す
。

g-a
阻凶・固困・・・・

標
準
規
格
品
の
郵
便
受
箱
ハ
価
格
一
、

四

O
O
円
〉
と
家
族
全
員
の
差
し
替
え

自
由
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
彫
刻
表
札
(
四

人
家
族
用
二
、
七

O
O円
)
を
あ
っ
せ

ん
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
川
匂
局
窓
口
ま
た
は
、
電
話
二

一
八
五
番
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
近
各
地
で
、
表
札
の
販
売

業
者
が
、
ご
家
庭
を
巡
回
訪
問
し
い
る

よ
う
で
す
が
、
こ
の
様
な
業
者
と
は
一

切
か
か
わ
り
合
い
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の

鳥
で
あ
る
誇
り
と
強
い
意
志
を

そ
し
て
翼
が
あ
る
限
り

い
つ
の
日
か
必
ず

透
明
な
朝
の
光
の
中
を

大
空
の
彼
方
へ
と
は
ば
た
け
る

力
い
っ
ぱ
い

は
ば
た
い
て
み
せ
る

自
ら
の
明
日
を
信
じ
る

折
り
鶴
は

遠
く
き
こ
え
る
仲
間
の
声
に

だ
か
ら
今
は

多
く
を
語
ら
な
い

(
四
月
。
五
月
〉

寒
冷
な
高
気
圧
が
北
に
か
た
よ
っ
て

通
り
易
く
、
時
々
肌
寒
い
期
間
が
あ
る

で
し
ょ
う
。

天
気
は
お
ふ
む
ね
周
期
的
に
変
り
ま

す
が
、
一
時
天
気
の
ぐ
ず
つ
く
期
間
が

あ
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
下
旬
に
は
お
そ
霜
(
晩
霜
〉
の

お
り
る
日
が
あ
り
そ
う
で
す
。

月
平
均
の
気
温
は
平
年
並
み
が
や
L

低
め
で
、
降
水
量
は
平
年
並
み
の
見
込

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

(
川
辺
局
〉

4
月
公
民
館
関
係
行
事
予
定

3
1幻
日

県
収
蔵
作
品
展

県
文
化
セ
ン
タ
ー

4
日
小
中
学
校
入
学
式

4
J
U
日

春

の

交

通

事
故
防
止
運
動

5
日

補
助
関
係
実
績
報
告

6
E

老
人
ク
ラ
ブ
総
会

H

リ
高
令
者
学
級
打
合
せ

凶

日

高

校
入
学
式

M
H

日
青
年
の
船
し
め
切
り

四
日
県
文
化
の
ふ
る
さ
と
推
進
会
議

県
庁

四
日

日
家
庭
教
育
学
級
打
合
せ

初
日

号
広
報
原
稿
作
成

幻
日
社
教
定
例
研
修

例
日

婦
人
学
級
打
合
せ

M
l
お

日

少

年

自

然
の
家
利
用
指
導

者
研
修
会

村
文
化
の
ふ
る
さ
と
推
進
委
員

ム玄月
末
統
計

27 
日

28 
日

み
で
す
。

前
半
は
移
動
性
高
気
圧
に
お
ふ
わ
れ

晴
れ
る
司
が
多
い
で
す
が
後
半
は
天
気

が
く
ず
れ
易
く
恥
下
旬
に
は
天
気
の
ぐ

ず
つ
く
期
間
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

月
平
均
の
気
温
は
平
年
並
み
の
見
込

み
で
す
が
、
寒
暖
の
変
動
が
大
き
い
で

し
ょ
う
。

降
水
量
は
大
体
平
年
並
み
で
し
ょ

よ
ノ
。

お
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